
A Midsummer Nights Dreamの言葉について
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( 1 ) 

J1 l~/Jidsil JJl}}l er Night's Dn刀JJl は，従米，多くのjlU、¥;.'ぶにより， Shakespeareの初期j

の喜劇の1+1で， i予情性豊かな，極めてすぐれた作品として考えられてきた。 Dr. Johnson 

は，作中の登場人物がそれぞれの型に従って巧みに描ヵ、れている点で(1入また， William 

Hazlittは，空想の豊かさと比ゅの見事さの点で(2)，この作品を称賛している oT.M.Parrott 

は，二のfFl1dlが初期のどの作品よりも遥かにまさっていることを指J脅してL、るし(3)， 

J. P. Cuttsも，初期の喜劇の技巧を集大成したものとしてこの作I171を高く許制してL、るは)。

しかしi11I1idsU171mer Night's Drea171の魅力の一つは，登場人物の語る多種多様な宮

英にあるO

この小論では)A' Ji1idsummerNight's Dreαm の言わば生命ともみられる言葉について

二号察を加えてみたL、。

( 2) 

A 、¥'1idsummθrl'hght's Dreamは， その登場人物を言莱の上て、三つのグ、ノレーフ。にわける

ことができる。第一のクループは， ThesellSを中心とするアテネの宮廷，人たち，第二のグ

ループは， Bottomを筆頭とするアテネの職人たち，第三のグノレープは， Oberonをヱにいた

だく妖結たちである。第一のグループでは， ThesellSとHippolytaが主として無韻詩 (blank

verse)を， 4人の恋人たちは対句 (collplet)を泊L、3 否、の世界をあらわす。第二のグ、ノレ

ープは， li女:立 (prose)で話し(5j， 言葉の滑稽な誤m(malapropism)や， 大げさな表現

(hyperbole)で笑いをひきおこす。第三のグループは，ときおり詩行に変化はあるが(6)，主

として韻をふんだ凶歩格の詩行 (tetrameter line)C7)と五歩格の対句 (pentameter COll-

plet)を用い，妖精の世界をあらわすO

以下，第一のグ、ループからj棋を追って，それぞれの託業についてJ考察を加えてみることに

する。

( 3 ) 

まず， IJH品へき以の ThesellS と Hippolyta の九ll\l~i をみてみた L 、。

ThesCllS. Now， falr Hippolyta， Ollr nllptial hOllr 

Draws On apace ; fOllr happy days bring in 
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Another moon : but 0， methinks， how slow 

This old moon wanes! she lingers my desires， 

Lil<e to a step-dame or a dowager 

Long withering out a young ma11'S revenue. 

lIi T tol yla. Four days will q uickly steep themselves in night : 

Four nights will quickly dream away the time ; 

And then the moon， lil<e to a silver bow 

New-bent in heaven， shall jJehold the night 

Of OUT solemnites. (1. i. 1--11) 

この台討には， 誌のiJi，j子， 訴し〉 比ゆβミらし、って， Shakespeareのいわゆるノromantic

comediesノの持つ，不滅のスタイルの片鱗がぶされてし、る。恋する者のやるせなし、気持が，

無提言詩でうたレあげられ， Spurgeonの指摘をまつまでもなく (8¥ r-)=:!Jのイメージにより，

ロマンチックな恋の万四気があざやかにカ hもしだされ， この十余行で，己にこの{ノF~ll~ 全体の

基謝が打ち出されてL、る。

次 に A Midsummer Night's Dreamにおける11制強詩のL、ま一つの機能一一性格描写に

ついてみてみたい。第一詐第一場，父 Egeusの意;に背く Hermiaを，ij命す Theseusの次の

三業は，その典型的な{ダ1]といえよう O

Therefore， fair Hermia， question your desires ; 

Know of your youth， examine well your blood， 

Whether， if you yield not to your father's choice， 

You call endure the livery of a nun， 

For aye to be in shady cloister mew'd， 

To live a barren sister a11 your life， 

Chanting faint hymns to the cold fruitless moon・

Thrice-blessed they that master so their blood， 

To undergo such maiden pilgrimage ; 

But earthlier happy is the rose distill'd， 

Than that which withering on the virgin thorn 

Grows， lives and dies in single blessedness. (1. i. 67-78) 

この台討には，アテネの公爵としての Theseusの威厳ある力強札、性格が， 11正韻詩によって

見事に浮き彫りにされている。それと同時十こ，パラのイメージにより結婚の不11，1去を説く詩行

(11. 76-78)の内外には， Evansも指捕するように(9)， ソネットのリズムが躍動していて，

恋をする人としての Theseusのロマンチックな性格の一面も，巧みにあらわされているO

1w;韻詩:による性格拙写の機能のいま一つの例として，第凶器;第一場， Lysanderに法の裁

きを下すよう Theseusに要請する Egeusの台前をあげてみよう O

Enough， enough， my lord ; you have enough 
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1 beg the law， the law upon his head. 

They would have stolen away ; they would， Demetrills， 

Thereby to have defeated yOll and me， 

You of your wife and me of my consent， 

uf my consent that she should be yOllr wife. 
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(1V. i. 158-163) 

ここにみられるIliJ--訴の反復は， 1. 、らいらした，かたくなな老人の性格を，あざやかに拙き

あげている。九noughぺ勺aw"の繰り返しにより， ~;I主札1=こ

きを希望する Egeusのi性生急急、さ，勺l1yconsent" の反復により，娘の結婚~，こえすーする父殺の絶

対権を信ずる Egeusの頑回さが，あます所なくあらわされている (0)。

さて，ここで，第一のグ、ループの最後の考察として 3 性!人の?在、人 (Lysander，Hermia， 

Demetri us， Helena)の言莱の特徴をみてみたい。彼等の台討は Helenaは加として(1J)， 

アテネにいるi司は主として無韻詩で，次第に森の仁11へわけー入るにつれ対句 (couplet)で語

られるが(2)) このことは，後でぷ述するように，極めて注!とiに位する O

まず， 始めに) Lysanderと Hermiaの言葉からみてみることにする O 第一幕第一場，

[まことの恋路は，がとしてなだらかに.It立っていないもの jと!嘆く Lysanderと Hermiaの

台討をとりあげてみよう O

Lysollder. Ay me! for aught that 1 Cuuld ever read， 

Could ever hear by tale or history 

The course of true love never did run smooth ; 

But， either it was different in bloocl. 

11μrJilIo. 0 cross! too high to be enthrall'd to low. 

LysαIIdcr. ur else misgraffed in respect 01' yea1's，-

I !ermio. 0 spite! tuo old to be engaged to young 

Lys(lllder. Or else it stood upon the choice of friends，一

/ルrmio. 0 hell! to choose love by another's eyes. (1. i. 13乙140)

W. H. Clemen (よ， Shakespeareの初期の喜劇のテーマが恋愛でありながら，笠場人物は恋

愛についての意見や理論ばかり述べていることを指摘しているが(13)，!'.の文、l，iiIjもそのーザIJで

ある。恋を語るにふさわしい無韻詩がJlJ1.、られているが，極めて技巧 iめであるo Lysander 

の "either'..... Or else...... Or else......"とあどける対比の統括払ニ， そ.hvこ芥える Hermia

のi顎11手法 (0cross， 0 spite， 0 hell)や対照 (highと low，olclと joung)の技巧一ー

すべて自己の恋心の吐露でもはなく，恋の定義に関する言莱の遊戯である。これが高ずると 2

無韻誌:は存在を失い，技巧にふさわしい対句があらわれるO 一例として，第一幕第一場，

Lysander ~こ，アテネの 11IJからーリーグ、離れた森で会ってほしいと頼まれるIl:!j=の Hermia

の台誌をみてみたL、。

My goocl Lysancler! 

1 swear to thee， by Cupid's strongest bow， 
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By his best arrow with the golden head， 

By the simplicty of Venus' doves， 

By that which knitteth souls， and prospers loves， 

And by that fir司ewhich burnt the Carthage queen， 

When the false Trojan under sail was seen， 

By all the vO¥vs that ever men have broke， 

1n number more than ever women spoke， 

1n that same place thou hast appoi nted me， 

To-morrow truly will 1 meet with thee. (1. i. 16B-178) 

Hermiaのこの言葉は，宮廷J:ilな恋につきものの熱烈な誓を述べた典型的な例であと)1/;， 

/lCupidペノ'Yenusペノ'Carthagequeen (=Dido)ぺノノfalseTrojan (=Aeneas)/Iなど，

神話や，11Y制約人物を引き介いにだしそのmi!有名前の言葉の魔力的な響きに酔L、しれている

だけである。このような紋切り型の安岐には，長j1JJが最もふさわしく，この場を境に， ;f;;f;の

111 へわけ入る Lysanderと Hermiaの台1司は，完全に対句になる。

の仁i二Iにおいて，恋人たちの言葉が対句になることの軍要性については前にふれたところ

であるが，ここでそのことをくわしく考察してみたL、。この作品における対句の機能は， !'! 
111な感情の11 というよりも，わざとらしL、段巧にあることは指摘したとおりであるo ~誌の

111は，Oberonを Lにいただく妖料のLIげよであり(3)， ここでは人間の感情はがんじがらめに

され， (1 E8な発i認は不可能であり，そのため対句が一番通した表現形式になる。 liijにあげご

た，t~へ入る直前の Hermia の台討が己に対fつになっているのも，その)f; III!とみることカる

できる。

さて， ここで森の中の二人の台示!のーがIJをあげてみよう O 第二幕第二場，道に迷ったあげ

く， 一夜を過す場所について， Lysanderと Hermiaは次のような対-話をヵ、わす。

L.vsαnder. One turf shall serve δs pillow for us both ; 

One heart， one bed， two b030ms and one troth. 

lJermia. Nay， good Lysancler ; for my sake， my dear， 

Lie further off yet， clo not lie so near 

Lysandeγ0， take the sense， s¥veet， of my inl1ocence! 

Love takes the meaning in love's conference. 

1 mean， that my heart unto yours is knit 

So that but one heart we can make of it ; 

Two bosom8 interchained with an oath ; 

So then two bOS0111S and a single troth. 

Then by your side no becl-room me deny ; 

For lying so， Hermia， 1 clo not lie. (11. ii. 4[)-;:)2) 

ミこにみられる尚一語の反復-(ノノoneペノ'heartぺ勺コosomsつ~ rS:葉の澗落 (pun)一(勺ie"

をるj とL、ぅ:意味と， rうそをつく j町村方の意味にカミけている)，紋'切型の詞姿一(i二
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つの胸でも誓いは一つJ)一一これらは，すべて従米の恋愛誌の conventionであり，対イ1J(rこ

より巧みに表現されてL、るが， fr:'~1リ\物の真の感情eの l!l:泌がない (4)0 この作品におけ』る人

物の性格描写が平+Jiで，劣ってL、ると指鏑されるのも，対イサと L、う表現形式にあるのではな

かろうかの)。

次に， Helenaの言莱をみてみよう O 第一幕第一場， 登場すると， 彼女ーは対句で Hermia

に次のように活しカベサーる o (Helenaが森に入る前から己にJ<J1リをHJc、る:J1HI却は， 註 (3)を

参照。〉

Your eyes are locle-stars ; ancl yOllr tongue's S¥Veet air 

More tuneable than lark to shepherd's ear， 

When wheat is green， when hawthorn bucls appear 

Sickness is catching: 0， were favour so， 

YOllrs woulcl 1 catch， fair Hermia， ere 1 go ; 

My ear shoulcl catch yOllr voice， my eye your eye， 

My tonglle ShOlllcl catch your tongue's sweet melocly. (1. i. 183-189) 

/l.民を I~I ヒ j単位」にたとえるあワきたりの比ゆ， "catching"と〆'catch"の泌落2 尚一誌の反

{}L なと¥ この台討には瓦業のわざとらしい技巧がひ立ち，対句は十分にその機能を果して

いる。また， この台詞の少しあと， Lysancler及び Hermiaと別れたあとの Helenaの次

の独自も，彼女自身の愛の感情を表境せずに，ただ恋につc、ての意見を述べているだけであ

り，ここでも対句が本来の役 1::1を果してし、る (6)。

Things base ancl vile， holcling no quantity， 

Love can transpose to form ancl clignity : 

Love looks not with the eyes， bllt with the millcl ; 

Ancl therefore is wing'd Cupid painted blind 

Nor hath Love's mind of any judgement taste ; 

Wings and no eyes figure unheecly haste : 

Ancl therefore is Love said to be a chilcl， 

Becallse in choice he is so oft beguiled， 

As waggish boys in game themselves forswear ; 

So the boy Love is perjurecl everywhere (1. i. ~32-241) 

以上.のように， Helenaの台計H;t，始んど対句で訴さjしそれが， また， Helenaの性格拙

宅(.(17)の役割を主í~ じていることは注 iニi に位する。

以後に， Demetriusの言柴について簡単に述べておく O 彼のアテネ℃の古川はわずか

二行(1.i. 9-92)で，森の中では，他の恋人と同じように主として対句で話すo C、まーがiJと

して，第三幕第二場， Puck に恋の花汁を [1に塗られたあと， 1;1がさめて最初に Helenaを

見た11寺の台詞をとりあげてみよう O
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u Helen， goddess， nymph， perfect， divine ~ 

To what， my love， sha11 1 compare thine eyne ? 

Crystal is muddy. 0， how ripe in show 

Thy lips， those kissing cherries， tempting grow ~ 

That pure congealed white， high Taurus' SI10W， 

Fann'd with the eastern wind， turns to a crow 

When thou hold'st up thy hand : 0， let me kiss 

This princess of pure wI1i te， tllis seal of bliss ~ (111. ii. 137寸 1付〉

Demetrius のこの試薬は rî似jえした表現に滋れ，対1~Jが見事にその役割を果している o Helena 

を「女神」に，彼女の騒を[二つのかわし北、桜桃jに，彼女のi斗L、子を[名にしおうタオラ

ス山の純白の雪もブJ ラスになる J 紅の I~l さにたとえる/l寺， Demetriusは，ソネットでうた

われる恋愛の表皮を再別しているだけである O 彼の真実の気持が吐露されるのは，第!l!d>>i'i~箆

-Jみ恕汁のl兄いが解かれたあとの次の台討である O

But， my good lord， 1 wot l10t lJy what power，-

己utby some power it is，一一 my love to Hermia， 

Melted as the snow， seems to me now 

As the rernembrance of an idle gawd 

¥Vhich i n my chilbhoocl 1 did clote upon ; (1V. i. 16o-17L) 

ここで対句が姿を{iIJし， 1!日誌詩が登場するのは(jSl，1'1己のを心からあらわす Demetrius

の表現形式として，まことにふさわしL、。

以J:のように，第一のグノレープには無韻詩と対句がml、られ， この二つの表現形式は，そ

れぞれ， ロマンチックな恋の雰i掛包し性格描写、恋愛についての感情表現に，極めて1ft:要な

役割を演じている。

( 4 ) 

次に， 第二のグループ， つまり Bottol11を筆}jtとするアテネのi搬入たちの百をみてみ

よう O この連中は，主として散文を訴し(19l，アテネの宮延人たちゃ妖精と言葉の 1.で'I?<JJiJ

されている O 彼等はラ 名前カミらして，おかしみを閉してL、るが(20)，無学であるため， 主薬

のtI守諮な間違い(l11alapropism)をおヵ、し(2])，出産lIJs<)効果を生みだしている O 彼等が演ず

る芝JiI;'の;芭からノThemost lamenLable cumed y， and most仁rueldeath of Pyramus 

and Thisbyノノ(イタリック筆者)とし、うけjイ舎な!百])全いがあるが， この I~~l;主いが「悲しい古:

JtilJj Clal11entable comedy)という矛盾形容認法 (uxymoron)になり，かえって，おβhし

みを高めて、る。

彼等の主たる言葉が散文であることは前に指嫡したが， n~i' 々韻文を用いて喜)~IJ~lZJ効果をう i

き出している点注 [jに位する。

みよう。

若干第一Jt)， Thisbyの役を演ずる Fluteの台おをみて
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Most radiant Pyramus most lily-white of hue， 

Of colour like the red rose on tri umphan t brier， 

Most brisky juvenal ancl eke most lovely Jew， 

As t1'ue as t1'uest horse that yet would never tire， 

1'11 meet thee， Pyramus， at Ninny's tomb. 、、1ノハ叶
dj
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この台討の大げさな訓子，勺uvenal"とつev./'とのll'司法， Shakespeare I時代ではじに I'I'¥'、

感じを与える九ke"という誌の{史 JIL Ninusを[おろカ込者 lを怠味する "Ninlly"とII{J

違えたために生ずるおカ￥しみ一一しカ通もこの台li討を Fluteがそのぞ1の主11くピー・ピーした

飴おjの効果は満点である。 いま一つ，第五~~1: Br~ ---J訪でIJ j'.f立として登場する

Quinceの台討をとりあげてみたい。

If we offencl， i t is wi th our goocl will. 

That you should think， we come not to offend， 

But with goocl will. To show our simple skilL 

That is the true beginning of our encl. 

じonsiclerthen we come but in despite. 

We clo not come as minding to content you， 

Our true intent is. All for your delight 

We are not here. That you should here repent you， 

The actors are at hancl and by their show 

YOLl sha11 knm:v a11 that you are like to know. ( V. i. 108 -11 7 ) 

Quinceは，巻物にJ占:
jれ1-1民のよう')vに、ここコi古話前ji山如ij什i一J 1"をめちべやコくちべや2 にj走ιらせJ(V. iト.11凶9一lロ20の)， 句読点を無視して読むた

め，意味が異なって， ここにも喜劇的効果がヵ、もしだされてL、る。

ニのク、ループ。の'1-1で，言葉の j'.で、i梨e出しているのは BottomであるO 関口一番，直ちに言

茶の十5・415なli見出をおかす(22)0 Quinceヵ、ら，恋のために立派に自殺する男， Pyramusの役

を出ずるように苫われたlI~jシそれによむずる次の台市1\ 1，彼の言葉の特徴をあますところなく

伝えている O

The 1'aging 1'ocks 

And shive1'ing shocks 

Shall b1'eak the locks 

Of prison gates ; 

And Phibbus' car 

己hallshine from fa1' 

And make and 111ar 

The foolish Fates. (1. ii. :33-40) 

やたらに):I:j¥.、られている民間，とってつけたようなj開設L 1-たけ』り狂う右JCraging 1'ocks) 
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という治-稽な表現， 11=1輸の戦車J(Phibbus' car)とL、ううえどった言葉一一これらが韻文で

述べられているため，逆におかしみがもりあげられているo ~:~虚な内容を大げさに表現する

Bottomの言葉の特徴は(23)，第三幕第一場， IからしだねJ(~usterdseed) に話しかける!I寺

の次の台誌にもうかがえるO

Good ~aster ~ustardseed. 1 l<:now your patience well 

that same cowardly， giant-lil<:e ox-beef hath devoured many 

a gentleman of your house : 1 promise you your kindred hath 

made my eyes water ere now. 1 desire your m01‘e ac弓uaintance， 

good ~aster ~ustardseed. (III. i. 196-201) 

Bottomの言葉のいま一つの特徴は，代換法 (hypallage)により，喜劇的不1J1i気をかもし

だす点である (24)0 2l~1出幕第一jみ 11氏りからさめた Bottom は次のように述べる。

The eye of man hath not heard， the ear of man hath 

not seen， man's hand is not able to taste， his tongue 

to conceive， l10r his heart to report， what my dream was. 

(IV. i. 217 -220) 

Bottomのこの台ふHL [-コリント前書J，第二章第九節をもじったものであるが，つじつま

が合わず，おカ hしみがつ工みだされている O この代換法は，第H幕第一一Jib)，彼が pyramusと

して話す台詞の l=j~!にもあらわれるO

1 see a voice : 110W wiU 1 to the chink， 

To spy an 1 can hear my Thisby's face (V. i. 1~4-195) 

代J員法は?芝居が終った直後の Bottomの台l";lij，刈ヘ1i 11 i t please you to see the ep i -

logue， or to hear a Bergomask dance between two of our company?" (V. I. :359-

:301 )に1&後にあらjっ;h， // A lediuus brief scene of young Pyramus I And his love 

Thisby : very Lragical mirth." (V. i. 56-57) (イタリック筆者〉 とL、う矛盾形容語法ーを

含んだ芝)討の締めくくりとして，まことにふさわしいものである O

以 Lのように，第二のグループは，主として散文を用い一一寸時々詰る韻文では逆におかし

みをもりあげ一一言葉の滑稽な誤j礼法大な表現，代換法などでp 喜劇のi止芥を作りあげて

いる O

( 5 ) 

最後に， Oberonを王にいただく妖精たちの言葉をみてみよう O 彼等は，主として， i棋を

ふんだ1m歩格の詩行と五歩格の対句をmい，妖f1与の世界をあらわしているo I有者の典型的な

{>iIJは，第二幕第一場，登場と IIiJII寺に窃くわれる次の妖精の歌であるo (最初jの行から瓦行制ま



A Midsumnter Night;s 1Jreαm の，=r~~について

では三歩絡 (trimeter)であるが 3 六行Idからはiιi歩絡である。〉

Over hi1l， over dale， 

Thorough bush， thorough brier， 

Over park， over pa1e， 

Thorough flood， thorough fire， 

1 do wander every where， 

Swifter than the mool1's sphere ; 

Al1d 1 serve the fairy queen， 

To dew her orbs UpOI1 the green. 

The cows1ips tall her pensioners be : 

1n their gold coats spots you see ; 

Those be rubies， fairy favours， 

111 those freck1es live their savours 

ι11 

このi款のリスムはタンスのリズムであり，五~の中で料認を持ったj些i歩格で歌う妖精の言葉

は， しばしば行われるタンスとともに，この作品に極めて行情的な雰i羽気を与えているO こ

の表現形式は，第五幕第場， この作品の最後の場面に登場する Puckによっても j唱し、ら

れ，この行情的な作品の締くくりとして極めて効果的であるO

また，脚韻を持ったi担歩，格がN返j;(の言葉にあらわれ， 1/ the q uali ty of a charm or an 

incantation"を持っていることは Milton Craneも指摘するところであるが(25)，第三幕

第二場， DemetriusにまじなL、をかけるため，狂elenaをつれてくるよう Puckv:こ命じる

Oberonの次の台討に，はっきりそれがあらわれている O

Flower of this purple dye， 

Hit with Cupid's archery， 

Sink in app1e of his eye. 

¥̂1hen his love he doth espy， 

Let her shine as glorious1y 

As the V en us of the sky. 

When thou wakest， if she be by， 

Beg of her for remedy. (lII. ii. lOL-109) 

脚i績を持った四歩格の他に， Ji歩格の対句もしばしばj持L、られ，妖精の世界をあらわしてL、

る。第二幕第一一J払恋の花汁をとってきた puck~こぷしかけ』る Oberon の戸薬をみてみょ

っO

1 kl10w a bank where the wild thyme b10ws， 

Where oxlips and the nodding violets grows， 

Quite over-canopied with luscious woodbine， 
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Wi th sweet musk--roses， and wi th eglan tine‘ 

There sleeps Titania sometIme of the night， 

Lul1'd in these flowers with dances and delight ; (11. i. ?49-?54) 

1i.歩格の対10で述べられるこの台討は，色々なJとでILHまれている妖繊のiA'':Eの沿所を，ねむ

たげな，民自情緒の調べでうたL、あげている。付託するが，第一グノレ{プの匹i人の恋人が，

~~の 1:1 1 へ入るにつれて ， 1無!押恐F恐札;υ~I組:

i味床ち深長し、O

最後にも第三のグループにみられる無i1tLi!]'につL、て考察してみたい。第一グループにおい

ては，無韻詩は，ニlとして、 Theseusや Hippolytaがj持L、たものであるが，第三のグルー

プにおいても，妖精の:L Oberon とその妃 Titania が主として恋について諮る 11午にJ:r~l 、て

いるO ザIjえば，第二幕第一場，完全に武装した Cupidが， I密方の玉座についてL、る美しい

処!'clを(1'，;に) ~を:の矢を絞っIl~jーのことを述べる Oberon の台討をみてみよう O

That very time 1 saw， but ihou couldst not， 

I:.'lying betv.勺enthe cold 1110011 and the earth， 

Cupid a11 arm'd : a certain aim he took 

At a fair vestal throned by the west， 

And loosend his loveshaft smartly from his bow， 

As i t should pierce a hundred thousand hearts ; 

But 1 might see young Cupid's fiery shaft 

Quench'd in the chaste beams of the watery mOOI1， 

And the imperial votaress passed 011， 

1n maiden meditation， fancyイree. (11. i， lS6-l(4) 

1w; iiHiilj:で語られるこの台川は，恋のが1)1:1//-(を美しく出きだしも この表現形式は， ここで十分

その役割を果しているO いま一つがIJをあ{ずれば、恋のイヒ11'をI=Hこ注がれ， Bottom'を恋する

Titaniaの次の台前も無完投誌で語られてL、る O

1 pray thee， gentle mortal， sing again 

Mine ear is much enamour'd of thy note 

So is mine eye enthralled to thy shape ; 

And thy fair virtue's force perforce doth move me 

011 the first view to say， to swear， 1 love thee. (111. i. 140~144) 

Pl~n のため， Bottomを思い1tがれる Titaniaの激しし、気J守が， 1!\~i~}1詩で巧みにあらわさ

れているO

ここで，彼等のJ'¥1¥， 、る無託tJ与がラ第一のダノレ{プのものと異なっている点を一つだけあげ

ておきたい。彼等は恋について語る時だけでなく， I当然について激しい気持を述べる11寺に，

無説作を):11いてL、る。第二義;第一Jみ Oberonを批難する Titaniaの台詞をみてみたい O
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These are the forgeries of jea10usy 

And never， since the midd1e summer's sprillg， 

Met we 011 hill， i n da1e， forest or mead， 

By paved fountai n or by rushy brook， 

Or in the beached margent of the sea， 

To dance our ringlets to the whist1ing ¥vind、

But with thy brawls tIlou hast disturb'd our sport. 

Therefore the winds， piping to us in vain， 

As in revenge， have suck'd up from the sea 

Contagious fogs ; which falling in the lancl 

Have every pelting river made so proud 

That they have overborne their continents 

The ox hath therefore stretch'd his yoke in vain， 

The ploughman 10st his s¥veat， and the green corn 

Hath rottecl ere bis youtb attain'd a beard; 

Tbe [old stancls empty i n the drowned fie1d， 

And crO¥vs are fatted with the murrion flock; 

The nine men's morris fil1'd up wiih mud. 

And the quaint mazes in the wanton green 

For lack of tread are undistinguishable : 

-13 

(11. i. 81-100) 

111本忠雄氏は，この台 dliJ について 1181止紀の I~I 然詩を恕わせる描写であって， かような潔

境，特に洪水に誕れるJ11の表象は， Shakespeareの初期の作品から後のものにいたるまで反

復して使用されている oJe26)と述べているが， UJJII草木のI 干I で生活する妖精にとっては， I~I

然につL、ての激しい感情をliJ:認する11札無説話、が一番ふさわしし、のであろう O

( 6 ) 

tJ、 I'.~・ 2ミを ))11 えたように ， A JHidsul7lmer Nip:hL's Drωm は， 言葉が極めて前裂な役'，I;:1j

を色Liじている喜劇であるo 1!lfi ií11誌や文、j 句で恋を語るアテネの I~Ji延人たち，主として散文を )IJ

い， 言葉の滑稽なn~J速いを繰りかえしたり， 性に合わぬ韻交を)ih、， 逆に喜)法郎5芸お鉛劫HJ治IJ出JI的t干主杓〈べりJ成!

ているアテネのi職f践先人たち， I壬!歩格やjj~歩格の対句で 1;1 分たちの独特の i止界を作りあげている

妖精たち，一一このような連I~I~ が言葉を縦横に駆使して，この{乍 1111を美しい行情的な作品に

仕上げているo A 1I1idsummer Night' s Dreomは) Shakespeareの[乍!弘の+1で，言葉の由ー

からも極めて独;-:IJ (j ZJ で3 バランスのとれたVF ， 'dl と古っても .Ìf.\~. ではないであろう O
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戸以

( 1) Walter l~aleígh {ed.)， Io/msoll on Shakesρeare (Ox[ord， 1908) p. 72 

(2) 川'illiamHazlitt， Characters 01 Shakesteαre's Plays (Worlcl's Classics) p. lOO 

( 3) ]. M. Parrott， Shαkesρearean Comedy (New York， 1949) p. 125 

(，t) ]. P. Cutts， The Shattered Glαss (Detroit， 1968) p. 49 

(5 ) 第五議;第一場， J段人たちはJ¥，、とも悲しい喜劇， ピラマスのシスピといとも残酷な最後Jを必ずる

11寺に総文をliZすが，彼等には全然、ふさわしくなく，それが却っておかしみをだしている。このこと

は後で詳述するO

(6 ) 無韻誌もI!~ï: 々{史われているが，それはこiょとして Oberon と Titania のロマンチックな恋に関する

場合，あるいは，森の中へ米たアテネの二組の恋人たちのことに言及する場合，または， !'I然につ

いての激ししイ剖吉を吐露するlI~jごなどに限られていることは興味深い。

(7) Milton Crane (;1'-. Shαhesρωrc's Prose (Chicago， 1951)の111で，i.il!lをふんだ1mtif~ 絡の，i')'fj'が，

勺he Cjllality o[ a charmυr an lncantat!OnゲをJ守っていること， この詩(I'lJ¥Shakespeareに

お気に入 1)で， 11 Midsummer Nl:ghl's Dream， Macbeth. King Lear， Jl1easure for Measure 

にj羽L、られていることをJ出向している o (p. 74) 

(8)ιaroline F. E. Spllrgeon， Shαkesρeare's Imgery and What Il Tells Us (London 1935) 

pp. 259 -260. r) LJのイタージの重要性を指摘している他の批評家をあ{ずれば， G. Wilson 

Knight， The Shak6stearean TemJうest(Oxford，1932) p. 146， B. 1. Evans， The La11guagc 01 

Shakestea1'e's Plays (London， 1952) p. 46， Mark Van Doren， Shakesρeare (New Yυrk， 

Anchor Books edition， 1953) p. 63等である。

(9) Evansは， 74行から78hまでの台詞を勺、hen，were not summer's distillation lefl" で始まる

Shakespeareのソネットの第五番と比較している。 (0ρ.cil. p. !18) 

(10) 第一幕第一場の Egeusの次の台;iiiJにも彼の性格があらわれている。

Thou. thou， Lysancler， thou hast given her rhymes 

Ancl interchanged love-tokens with my chilcl 

Tholl hast by l1100nlight at her winclow sung 

1ヘ/ithfeigning voice verses of feigning lov七，

Ancl stolen the impression of her fantas)' 

1へ'ithbracelets uf thy hair， rings， gawcls， じりncピIlメ，

Knacks， lrifles， nosegays， sweetmeats. messengers 

Of strong prevailment in llnharclen'cl YOllth (1. i. 28 ::l5) 

"thouノ/と L寸言葉の反復により，彼のL、らたちの気持が， また， Lysandと1・の贈り物を一つ一つ

J-L体的に述べる与を人特有の誕百かい性絡が;， J-~事に拙かれている。

(α11υ) この{作ノ乍PI'U'砧)7古】1Iにおける主対;行f七句:づJの;髭古色恒l主， y作!ド戸i丸江i仁中:

Helel印naは，彼.Y:l二!身の表現を借用すれば， Demetriusの 九paniel"01. i. 203)であり，彼十こし、

かに}:[{ずにされようが，つきまとう覚悟でいる //Sl淀川iel//になりさがった Helenaが，延長へ人る

nuから対{tJを用いているのは興味深し、。

( 12) がの111では妖精たちの三葉は五歩絡の対イ，)でiiifされることから 彼等が1il~の 11 1へわけ人るにつれ，

言葉の面でも影響をうけるのである。

(13) Wolfgang H. Clemen， The Develotmenl 01 Shakesteare's lmagery (Lonclon， 1952) pp 

:i5-:36 

( U ) 1I. i i . 111 -120の台付参閉じ



A Midsummer .Nighfs Dreαm の己主:について 句、J
r
‘
 

。
14 

(15) Samuel Johnsonは A Midsumuzer Nighl's Drω117における作I-jl人物の性路拍手のよ'j:J-;..さを

賞賛しているが(註(1 ))， E. 1<.. Chambers， Shalwsteare : A Survey (New York， 1925) (pp・

82-83)， H. s. Charlton. Shakesρearian Comedy CLondon， 1935) (p. 10りなどは，逆に劣っ

ていると指摘している。

(16) 1I. i. 195-198， 11. i. 229-23-1-の Helenaの台討も参照。 しかしI-lelena も激し L ヴ岳 l'l~í- を~Úゴミ

に吐露する時には無韻討:になるo lI1.ii. 2(1:)-216を参照。

(17) Demetriusに対する九paniel"ノのような性格 O

(18) 第四幕第一場の Lysanderの次の台記jについてもIriJじことがJえる。

My lorcl， 1 shall reply amazedly. 

Half sleep， half waking : but as yet， 1 swear， 

1 cannot truly say how 1 came here ; 

日ut，as 1 think，一一 fortruly woulcl 1 speak， 

And 110W 1 <.10 bethink me， so it is，一

1 came with Hermia hither : (Iy. 1. 150-155) 

(1~) Shakespeareは言うに及ばず，エリーずベス弱jの出IJでは，一時党に身分の低い者の台詞には散文がj有し、

られた。

(20) Quinceには， [大工の使うくさび (quoins)Jの怠味があり (DoverWilson， A Midsumme1' 

Night's Dream. The New Shakesteare， Cambridge. 192"1. p. 102)， Bottomは， r糸巻きJ，

Snugは， [衣Jliiなどがぴったり合う J患があるo Flute は，ふL 、ごiI~(しであるが，オノレガンの空

気を送る装最も修繕するので¥「笛」と L、う名になっているし Starveling は，洋服屋がやせ~~ll っ

ているのが諺にもなっている位だから，彼にとっては適切な名前である。 Snoutには「筒口jの怠

味があり，湯わかしなどを修繕するイカケ屋の商売にふさわしい名前である。

(21) 例えば Quinceを例にとれば， r JJの光をあらわすっというべきところを， r天!の光をけがすj

(disfigμre the person of Moonshine) (1.62) (イタリック筆者，以下同様〉といって笑いを生み

だしているO また，第四幕第二場， Bottomについて， ri皮の声がし、し、ことばかけちゃ全くの恋人

だね。J(he is a very如 何mourfor a sweet voice) (1. 11)と述べ.Fluteに， i-名人J(para-

gon (1. 12) とI!'iされている。

(22) Bottomのおかす冨葉の滑稽な誤用の例を他にあげてみれば次のとおりである。

"You were best io call them generally.'ノ(1.ii. 2ーの(イタリック筆者，以下li:iJ様〉。乍ener-

ally"は "severally"の誤用。 "wじ mayrehearse l110st obscenely al1cl courageouly." (1. ii， 

110-111). "obscenely'lは九eemly"の誤用。勺hereis not a more fearful wild-fowl than 

your lion living." (1lI. i. 32-34). ノ'wild-fowl'l (i "wild-beast'lの誤用。勺he flowers of 

oclious savours sweet.'ノ(111.i. 84)0 "oclious"は"oclorous"ノの誤用。ノ'1have an exposition of 

sleep come upon me.'1 (1Y. i. 41-42)0 "exposition'lはがdisposition'lの誤用。

(23) 次の台詞もその一例と言えよう。

Nay， you 111 ust na111e his name， ancl half his [ace must be seen through the lion's 

neck : ancl he himself 111 ust speak through， saying th us， or to the same clefect， -'Laclies.' 

-or 'Fair laclies， -1 woulcl wish you.'-or '1 woulcl 1'equest you，' -or '1 woulcl entreat 

you， -not to fear， not to tremble' : 

(24) Sister Miriam ]osephは Shakesρeare's Use of the A.rls of Lαnguagc， (New Yυ1'1¥.， 

1947) p. 55で，勺1ypallage'lについて論じている。

(25) 註 (7)を参照。

(26) 山本忠Mtrシェイクスピアの言1詰と支現Jcr~~設立， 1%9) pp. -17 -48 




